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カトリック調布教会





カトリック調布教会の設計競技の条件

現代の典礼に合致した聖堂

長寿命の建築

超ローコスト

本質的な祈りの場の創造



カトリック調布教会の設計競技への回答

現代の典礼に合致した聖堂



『教会建築の現代化
（アジョルナメント）

というプログラム』



カトリック教会のプログラムの普遍性と「アジョルナメント」

1962年 教皇ヨハネス23世（Johannes ⅩⅩⅢ 1958-1963）

第二バチカン公会議  

典礼に関係する普遍のプログラム
初代教会に立ち返り再認識

現代の世界における地域性、文化も勘案した「宣言」

『刷新』Aggiornamentoの精神
現代の日本の現況の中でどのように空間に具現化したか

「アジョルナメント」(英語では“up to date” ）
教会の今日化，現代化

「この日（時代）になったのだから、
この日に合わせてものを作りましょう」



カトリック教会における普遍の建築プログラム

・教会の普遍的プログラムの第一

                                                         ことばの典礼の場

・教会の普遍的プログラムの第二

                                         感謝の典礼（聖餐）の場

・教会の普遍的プログラムの第三

                                        祈りの場〔聖とされるもの〕













カトリック調布教会の設計競技の条件

長寿命の建築

超ローコスト

空間ボリューム・構造躯体の優先

石に刻まれたロマネスクの精神性









屋根、外壁、床

コンクリート素地

天井と内壁は躯体に直接仕上材吹き付け

屋根・・コンクリート躯体防水

勾配屋根のための両型枠と片型枠が交互で表情

外壁・・幅広杉板型枠（秋田杉）により木目の表情

内部の床・・型押し着色コンクリート











カトリック調布教会の設計競技への回答

本質的な祈りの場の創造



多くの人々が関わる建築

精神的な根底のイメージの共有

目にみえないものを

目にみえるようにすること



「ことば」

空間にこめられる思いをあらわす

「仕組み」が内蔵される

｢ことば｣を空間におきかえる

建築に光をいかに刻むか

ことばをさがす手法

設計競技・・光を刻む表現・・





過ぎ越しの聖堂



復活の希望に包まれる光をイメージ

ダルドヴェールガラス光背

祭壇と朗読台・同じ石

信徒席の緩やかな勾配

十二使徒をイメージしたステンドグラス
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